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1. はじめに 

今回紹介するボーリングマシン（Geoprobe 社製

6610DT）は、電気式コーン貫入試験（以下、CPT）の貫

入装置として使用されている。このマシンを採用した

CPT は N≧40の支持層で貫入不能となるため、支持層の

調査が出来ない。 

そこで、本マシンに標準貫入試験（以下、SPT）も可

能な「SPT システム」を考案し、マシン一台で CPT と

SPT の調査を可能とした併用マシンを開発した。本稿で

は、開発した併用マシンと CPT＋SPT を併用した施工例

について紹介する。 

 

2. 併用マシンの特徴 

(1) 長所 

 併用マシンはクローラによる自走式で、足場や櫓を

必要としないため、仮設に要する時間を大幅に短縮

できる。 

 櫓の設置スペースが不要なため、省スペースでの調

査が可能である。 

 コーンプーリーの設置により、揚降器具が使用でき

る。 

 SPT 用マストの採用により、SPT 時にボーリングロッド

の鉛直性を保つ高所作業がなくなるため、安全な調

査が可能である。 

 ケーシング（ドライブケーシング，ケーシングパイ

プ）の設置・撤去は、併用マシンのパーカッション

機能と200kN の引抜き力を利用することで、迅速な作

業が可能である。 

 併用マシンの操作盤はマシン側方に設置されてお

り、マシン前面を既設構造物の直近に設置した状態

で近接施工調査が可能である。 

 併用マシンでも土質試料採取は可能である。 

 

(2) 短所 

 併用マシン自重が2.2t と重いため、大きな運搬車（4t

ユニック車）が必要となる。 

 削孔時のオーガモーター昇降と回転の操作は全て手

動のため、常にマシン操作が必要となる。 

 ボーリングロッドには、大きなトルク（max4000N･m）

が掛かる場合があるので、回転と圧入操作は熟練工が

実施しないとロッド破損等の危険がある。 

 

図-1 併用マシン 

 

 

図-2 削孔概念図 
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3. SPT システム 

(1) コーンプーリーの設置 

図-1に示すように、コーンプーリーをマシンの追加油

圧ポートに接続し、マシンフット部に設置した。 

このコーンプーリーを用いて、ボーリングロッドの揚

降作業および SPT 調査が可能となった。 

 

(2) SPT 用マストの設置 

図-1に示すマシンに、引綱用の滑車と SPT 時にボーリ

ングロッドの鉛直性を保持するロッドガイド（φ49mm，

L=1.05m）を取り付けた SPT 用マスト（□-125×75mm，

L=3.0m）を設置した。 

SPT 用マストにより、精度よく SPT の実施が可能とな

った。 

 

4. 削孔およびＳＰＴの施工方法 

(1) 削孔 

削孔は、図-2に示すように、オーガモーターにウォー

タースイベルを設置し、先端にコアチューブをセットし

たボーリングロッドを取り付けて削孔する。使用する機

材および手順は、ボーリング調査に準じる。（写真-1） 

 

(2) SPT 調査 

SPT 実施の際は、SPT 用マストのロッドガイドにボー

リングロッドを挿入して、SPT 用マストと地表の間にア

ンビルをセットし、地表に近い位置にハンマーを落下さ

せて SPT を行う。使用する SPT 機材と手順は、ボーリン

グ調査に準じる。（写真-2） 

 

5. 併用マシンの調査実績 

CPT+SPT の併用調査結果を図-3に示す。GL-36.3m 付

近で CPT は貫入不能となり、SPT に切り替えて CPT と

同じ孔で調査を続行した。 

SPT から得られる地盤情報は1m 間隔の N 値と土質試

料のみであるが、CPT からは約20mm 間隔の連続的な土

質性状と換算N値であり、詳細な地盤調査が可能である。 

調査日数は、CPT で0.5日，SPT で1.0日の計1.5日であ

った。これを通常のボーリング調査で実施した場合、3

日程度は掛かると想定されるため、本併用マシンの施工

能率は約2倍あると言える。 

 

6. まとめ 

CPT 貫入装置に SPT システムを導入したことで、施工

能率および精度の向上が図られ、また、高所作業のない

安全性の高い地盤調査を実施できることが確認できた。 

今後、この高能率の本併用マシンによる地盤調査が活

用されることを期待するものである。 
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写真-1 削孔状況 写真-2 SPT 状況 図-3 CPT+SPT 併用調査結果 

山本らに加筆修正3) 
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